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研究成果の概要 

従属系に対する確率統計学、機械学習の理論とこれらの融合、さらにその生命科学等への展開

を目指している。 

(A) 確率過程の統計学の基礎となる推測理論および確率論の研究 

安定レヴィ駆動型 Ornstein-Uhlenbeck(OU)型回帰モデル 1)および一般化双曲型分布に基づく

非ガウス混合効果モデルを提案し、最適推定量を得た。 

適合的でない係数をもつ多重ウイナー積分の多項式に対して漸近展開を導いた。汎関数の指

数の概念を導入した。2) 因果推論における batched banditsの統計量に対する漸近展開を研究し

た。 

(B) 確率過程論と機械学習理論の融合、および統計計算理論の研究 

区分確定的マルコフ過程を用いたモンテカルロ法の、裾の形状など確率分布に対する頑健性

を調べた。手法によっては従来手法と同程度であることを発見した。 

ニューラルネットワークの最適化手法として平均場ランジュバン動力学の時間・空間離散化した

一重ループアルゴリズムの離散化誤差を評価し、収束解析を与えた。勾配ランジュバン動力学の

無限次元への拡張，収束解析と平均場ランジュバン動力学への応用を提案し、無限次元入力ニュ

ーラルネットワークの最適化手法を与えた。 

(C) 生命科学への従属性の統計学の展開 

脳波・脳磁図・fMRIなどの神経画像時系列データに宿る変動指数の推定法を提案し、オンライ

ン推定および集団・多部位にわたる従属構造へ適用可能であることを示した。 

(D) 大規模従属系の高次元高頻度データに対する統計推測とその応用 

Q-ブラウン運動で微小撹乱された２次元空間放物型 SPDEモデルの係数パラメータの適応型

推定法を開発した。エルゴード的拡散過程モデルに対する変化点推測 3) 、点過程による limit 

order bookの予測に関して研究した。 

(E) 研究の統合と YUIMAによる計算環境の構築 

ステューデント・レヴィ過程の擬似生成関数の開発を進めた。 
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